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寄
附
額
10
億
円
を
超
え
る

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷

や
、
自
ら
の
意
思
で
応
援
し
た
い
自
治
体

を
選
ん
で
寄
附
で
き
る
制
度
と
し
て
、
平

成
20
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

市
は
、
制
度
開
始
当
初
か
ら
「
安
曇
野

ふ
る
さ
と
寄
附
」
と
し
て
事
業
に
取
り
組

み
、
返
礼
品
に
安
曇
野
の
魅
力
を
感
じ
て

地
域
の
安
心
安
全
を
守
る
消
防
団

市
消
防
団
は
16
分
団
あ
り
、
現
在
は

８
４
２
人
の
団
員
が
地
域
に
密
着
し
た
消

防
・
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。
火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
は
も

と
よ
り
、
予
防
の
た
め
の
啓
発
、
行
方
不

明
者
の
捜
索
、
地
震
や
台
風
、
豪
雨
時
の

警
戒
活
動
な
ど
、
消
防
団
に
課
せ
ら
れ
た

役
割
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

近
年
の
出
動
実
績
は
表
２
の
と
お
り

で
、
延
べ
１
０
０
０
人
が
地
域
の
安
全
の

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害

発
生
時
に
迅
速
な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
、

訓
練
や
研
修
会
を
通
じ
て
能
力
の
向
上
を

い
た
だ
け
る
地
場
産
品
を
用
意
し
、
全
国

か
ら
の
支
援
を
募
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
寄
附
金
額
・
件
数
は
増
加

し
、昨
年
度
は
寄
附
額
が
10
億
円
を
超
え
、

最
高
額
を
記
録
し
ま
し
た
。（
表
１
）

ふ
る
さ
と
寄
附
の
使
い
み
ち

市
で
は
、
豊
か
な
人
材
の
育
成
、
防
災

力
・
減
災
力
の
強
化
、
出
産
・
子
育
て
環

境
の
充
実
、
産
業
の
活
性
化
、
健
康
長
寿

へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
寄
附
者
の
意
向
に

沿
っ
て
、
市
が
進
め
る
重
点
施
策
に
寄
附

金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
令
和
元
年
度

か
ら
２
年
度
に
か
け
、
夏
場
の
猛
暑
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
り
、
健
康
で
快
適
に
過

ご
せ
る
保
育
環
境
や
学
習
環
境
を
整
え
る

た
め
、
認
定
こ
ど
も
園
や
小
中
学
校
へ
の

エ
ア
コ
ン
整
備
費
と
し
て
、
寄
附
金
を
活

用
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
寄
附
金
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解

図
り
、
災
害
時
に
備
え
て
い
ま
す
。

一方
、近
年
は
、少
子
高
齢
化
や
産
業
・就

業
構
造
の
変
化
等
に
伴
い
、全
国
的
に
消
防

団
員
の
減
少
が
続
き
、本
市
で
も
団
員
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。適
正
規
模
を
維

持
し
、活
力
あ
る
消
防
団
の
確
保
を
い
か
に

図
って
い
く
か
が
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

支
え
合
う
関
係
づ
く
り
「
共
助
」

日
頃
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
な

っ
て
防
災
活
動
に
取
り
組
む
組
織
を
「
自

主
防
災
組
織
」
と
い
い
ま
す
。

地
域
や
ご
近
所
同
士
な
ど
、
お
互
い
に

顔
が
分
か
る
人
と
の
関
係
の
中
で
、
事
前

に
役
割
分
担
を
決
め
て
備
え
る
こ
と
が
、

決
に
取
り
組
む
上
で
、
大
変
貴
重
な
財

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
場
産
業
の
活
性
化

寄
附
者
に
贈
ら
れ
る
、
安
曇
野
市
産

に
こ
だ
わ
っ
た
返
礼
品
の
品
目
数
は
、

事
業
者
の
協
力
に
よ
り
年
々
増
加
し
、

令
和
３
年
７
月
末
現
在
で
約
２
０
０
品

目
と
な
っ
て
い
ま
す
。ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ

ー
タ
ー
や
ジ
ュ
ー
ス
、ワ
イ
ン
な
ど
の

飲
料
、米
、り
ん
ご
、そ
ば
、お
や
き
な
ど

の
食
料
品
の
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
も
根
強

い
人
気
が
あ
り
ま
す
。
安
曇
野
を
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
幅
広
い
品
揃
え
で
、
多
く

の
返
礼
品
を
取
り
扱
う
こ
と
で
、
地
場

産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
を
積
極
的
に
利
用

令
和
２
年
11
月
に
は
、
加
盟
す
る
市

内
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
な
ど
で
、
料
金

の
支
払
い
に
利
用
で
き
る
「
電
子
感
謝

券
（
電
子
ポ
イ
ン
ト
）」
を
お
礼
の
品

に
追
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、
移
住
定
住
の
促
進
や
観
光
振
興

な
ど
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

市
は
、自
主
防
災
組
織
に
資
機
材
の

購
入
や
活
動
支
援
の
た
め
の
補
助
制
度

を
用
意
し
て
お
り
、昨
年
度
は
44
組
織
に

約
３
２
８
万
円
を
交
付
し
ま
し
た
。各
地

域
の
自
主
防
災
組
織
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
受
け
、防
災
訓
練
の
中
止
や

延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、屋
外

で
の
訓
練
に
変
更
す
る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ

工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
も
組
織
の
防
災

力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

防
災
マ
ッ
プ
の
確
認
を
！

市
は
本
年
３
月
、
防
災
マ
ッ
プ
の
全

面
改
訂
を
行
い
、
各
家
庭
へ
配
布
し
ま

し
た
。
改
定
内
容
は
、
市
内
５
河
川
の

浸
水
想
定
区
域
図
を
、
計
画
規
模
降
雨

（
１
０
０
年
に
１
回
程
度
の
降
雨
）
か

ら
想
定
最
大
規
模
降
雨
（
１
０
０
０
年

に
１
回
程
度
）
へ
と
変
更
し
、
想
定
外

の
災
害
に
対
す
る
警
戒
を
強
め
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
信
州

大
学
の
調
査
に
よ
る
「
揺
れ
や
す
さ
マ

ッ
プ
」
を
掲
載
し
た
ほ
か
、
災
害
発
生

の
仕
組
み
や
、
備
え
に
つ
い
て
の
情
報

を
拡
充
し
、
よ
り
防
災
に
特
化
し
た
マ

ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

施策
ウォッチング No.3

シリーズ

～
総
務
部
編
～

地
域
を
興お

こ

し
、
守
る

市
の
政
策
を
連
載
で
お
伝
え
し
ま
す
。

今
月
号
は
、
行
政
運
営
の
根
幹
を
支
え
る
総
務
部
の

注
目
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。総務部の仕事

温
か
い
応
援
の
気
持
ち
が
集
ま
る

安
曇
野
ふ
る
さ
と
寄
附

注目１

自
助
・
共
助
・
公
助

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

注目 2

非常持出用袋を準備しよう！市は防災用品の購入に対し、補助金を用意しています。
まだご家庭に備蓄品の備えが無い方は、ぜひ制度をご利用ください。

全庁的な調整機能を適切に発揮

総務部は、 総務課・契約検査課・職員課・危機管理課・

人権男女共同参画課の５課で構成され、 庁内の事務事業

や組織見直しによる効率化の推進など、 市の行政運営全

体をつかさどる部署です。 それぞれ、 条例や例規の制定

改廃、 公文書管理、 市が発注する事業の入札検査事務、

人事管理、 防災や災害対応、 男女共同参画社会や多文

化共生社会の推進などを担当しています。

ふるさと納税のしくみ
自分が選んだ自治体に寄附を行った

場合に、寄附額のうち 2,000 円を超
える部分について、所得税と住民税か
ら原則全額が控除される制度です（一
定の上限あり）。税控除を受けるには、
確定申告をするか、ワンストップ特例
制度の手続きが必要です。

地域防災の要「消防団」
消防団は、火災や大規模災害発生時

に自宅や職場から現場へ駆けつけ、地
域での経験を活かした消火活動・救助
活動を行う、非常勤特別職の地方公務
員です。年額の報酬と火災や訓練に出
動した場合は手当が支給されます。市
内に居住または勤務している 18 歳以
上の健康な方であれば、誰でも入団で
きます。

一口メモ

気になる DATA

安曇野に暮らし、「幸せ」と感じるまちづくりを
コロナの感染拡大、８月の大雨と、常に緊張感を持って、気が抜

けない日々が続いています。この度の大雨では、避難情報に対し、市
民の皆さまの避難行動に繋がらなかったことが課題と感じています。

「100 回避難して、100 回災害が来なくても、101 回目も必ず逃げる」、
これは 2 月の防災講演会での加藤長野市長の言葉です。市民の皆さま
には、どこに、どのタイミングで逃げるかという「避難スイッチ」を
あらかじめ考えてほしいと思います。

また、市役所全体のレベルアップを図り、市に関わる全ての方々に
誠意を持って接し、「市民の声」「現場の目線」を大切に、安曇野に暮
らす皆さまが「幸せ」と感じるまちづくりに引き続き取り組みます。総務部長

久保田 剛生

部長ミニインタビュー
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出動件数・人数／年度 Ｈ 28 Ｈ 29 Ｈ 30 Ｒ 1 Ｒ 2
火災件数 9件 17件 12 件 13 件 16 件
火災出動人員 469 人 662 人 537 人 731 人 649 人
行方不明者捜索件数 5件 7件 1件 4件 5件
行方不明者捜索出動人員 633 人 434 人 74 人 145 人 303 人
水防活動出動件数 0件 2件 0件 2件 2件
水防活動出動人員 0人 432 人 0人 33人 241 人

合計
14件 26件 13 件 19 件 23 件

1,102人 1,528人 611 人 909 人 1,193人

直近３年間の寄附件数・金額（表１）消防団の出動件数・人数（表 2）

平成30年度 令和元年度 令和２年度

寄附金額 寄附件数

2,964 件

6億1,399万円6億1,399万円
9億8,307万円9億8,307万円

10億7,024万円10億7,024万円

3,149 件
4,267 件

※人員数は延べ数


